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研究成果の概要（和文）：本研究は，現代オーストラリアを理解するために必要な視点として，ネオ・リベラリズム（
新自由主義）の進展に伴い，急速に多様化する都市社会形成のプロセスを実証的に解明することを主眼とした。移民の
増加やエスニックグループの住み分けの進展は当初の予想以上に進んでいることが明らかとなった。また，中国を強く
意識した貿易の構造変容についても，とくに西オーストラリア州における資源輸出産業を事例に明らかにした。観光化
の進展についても重要な切り口であり，都市観光のほかウルル（エアーズロック）を目指す観光客の属性やその特徴の
分析から，観光産業の持続性と脆弱性について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project coved the consideration of how major old ethnic communities were 
involved in the expanding Australian metropolitan areas; and how cultural diversity influenced urban 
spaces and places. A GIS-based mapping with “table-builder data” distributed by Australian Bureau of 
Statistics was used to identify the process. Leichhardt in the inner suburb of Sydney as an example of 
Italian communities, Gungahlin in Canberra as an example of Chinese communities and Virginia in Adelaide 
as an example of Vietnamese communities were selected for detailed interview surveys. Majority of ethnic 
communities consists of people who have lived in Australia for more than several decades. However, 
newcomers have been very common in Australian Metropolitan Areas recently because they take the 
opportunity of studying in Australian Universities to begin living in Australia. Their English is 
generally proficient and tend to get better-paid jobs.

研究分野：人文地理学
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１．研究開始当初の背景 
 オーストラリアでは，白豪主義が終焉した
1970 年代以降，東南アジア系や中国系の移
民が大量に流入した。また，1990 年代後半
以降のグローバリゼーション下では海外か
らの不動産投資も急増し，南東部の都市部を
中心に観光産業も急拡大した。このようにエ
スニック・文化的多様性が顕在化する一方で，
オーストラリアでは「小さな政府」を目指す
ネオ・リベラリズムも浸透しており，エスニ
ック・マイノリティ等の社会的弱者の切り捨
てにつながりかねない危険性が指摘されて
いる。 
 また，移民のオリジンの多様化は，都市の
居住構造にも反映している。例えば，申請者
らがメルボルンの郊外を対象にパイロット
的に行なった研究（研究業績の 4）によれば，
1960 年代に入植したギリシア系やイタリア
系等の「英語の通じない白人」は，当時の大
都市圏の再縁辺部（メルボルンの都心から約
15km）に集住する傾向が確認できる。彼ら
の入植した地区は，トラム，郊外鉄道，バス
等の多様な公共交通インフラが充実する地
区（middle class suburbia）よりも若干外側
に位置しており，相対的に不便な地区であっ
た。しかしこれらの地区は，モータリゼーシ
ョンの進展により，大学や工業団地の郊外進
出とも連動して外延的に拡大を始めたばか
りの「新しい郊外」であり，1960 年代の移
民たちが主として居住したことにより，新た
な住宅地区として大都市圏の外延的拡大に
貢献してきた（Phan, 2010）。一方，1970年
代以降に入植したアジア系移民の集住地区
は，1960 年代の東欧系・南欧系移民の集住
地区よりもさらに郊外（都心から 20km以遠）
に点在している。このように，大都市圏内に
は民族的なモザイクが形成されていること
を指摘したり，個別地区の事例研究はいくつ
か存在するものの，急速に多様化する都市社
会形成のプロセスを実証的に解明した研究
は殆ど存在しない。こうした諸点の考察・解
明が必要との認識に至り，本研究では次のよ
うな研究目的を設定した。 
 
２．研究の目的 
 オーストラリアは，カナダと並び多文化主
義を推進する国として広く知られている。白
豪主義が終焉した 1970 年代以降，東南アジ
ア系や中国系の移民が大量に流入した。また，
1990 年代後半以降のグローバリゼーション
下では海外からの不動産投資も急増し，南東
部の都市部を中心に観光産業も急拡大した。
このようにエスニック・文化的多様性が顕在
化する一方で，オーストラリアでは「小さな
政府」を目指すネオ・リベラリズムも浸透し
ており，エスニック・マイノリティ等の社会
的弱者の切り捨てにつながりかねない危険
性が指摘されている。本研究では，相反する
二つの社会的理念・潮流が同時進行するオー
ストラリアの都市社会に焦点を絞り，ネオ・

リベラリズムの進展がオーストラリアの多
文化社会に与える影響を実証的に解明する
ことを試みた。 
 
３．研究の方法 
 本研究の研究者グループはみな海外調査
の経験が豊富である。加えて，研究代表者は
全国組織であるGIS学会の四国支部長を務め
た経験があり，これまで，GIS を人文・社会
的な視点から活用した研究に取り組んでき
た。本研究は詳細な現地調査による定性的な
分析と GIS による定量的・客観的な分析をバ
ランスよく組み合わせる点に学術的な特徴
がある。 

 

 

＜研究代表者＞ 
堤  純：総括，GIS 分析を担当。  
＜研究分担者＞ 
吉田道代：都市社会分析，とくに多文化 
社会形成のプロセスの実態解明を担当。 
 
葉 倩瑋：社会経済分析，とくに「中国 
シフト」の要因と影響の分析を担当。 
 
松井圭介：文化観光分析，移民集団の文化 
アイデンティティ分析，観光化進展の影  
響分析を担当。 
 
筒井由起乃：社会歴史分析，都市内のベト 
ナム社会形成のプロセスの実態解明を 
担当。 
 
 具体的には，正確かつ詳細な統計整備に定
評があるオーストラリア統計局に対して，セ
ンサスのカスタマイズ・データを発注する
（例えば，「アジア諸国生まれ／大学卒／週
給 300 ドル以下」といった，特定の属性をク
ロスさせた小統計区単位の特注データを購
入）。これらのデータをGISと組み合わせて，



研究課題に沿った適切な事例地区を選定す
る。また，聞き取り調査で得た資料等と GIS
による解析結果とを照合することにより，詳
細な都市社会分析を進めた。 
 
４．研究成果 
 本研究の申請時には，現代オーストラリア
を理解するために必要な視点として，ネオ・
リベラリズム（新自由主義）の進展に伴い，
急速に多様化する都市社会形成のプロセス
を実証的に解明することを主眼としていた。
移民の増加やエスニックグループの住み分
けの進展は当初の予想以上に進んでいるこ
とが明らかとなった。また，中国を強く意識
した貿易の構造変容についても，とくに西オ
ーストラリア州における資源輸出産業を事
例に明らかにした。観光化の進展についても
重要な切り口であり，都市観光のほかウルル
（エアーズロック）を目指す観光客の属性や
その特徴の分析から，観光産業の持続性と脆
弱性について明らかにした他，その考察の過
程において，観光の推進と抑制の相克につい
ても学術的な問題を投げかけた。 
 さらに，本プロジェクトによって作成した
論文をもとに結果の詳細を述べる。1970 年代
に白豪主義が撤廃されたことは，オーストラ
リアが多文化社会へと舵を切る大きな契機
となった。シドニーを対象に移民の増加をみ
ると，仕事では英語を使うものの，家庭では
英語以外の言語を使う人口の増加が著しい。
シドニー大都市圏では，増加の著しいアラビ
ア語人口やヴェトナム語人口などは，ポート
ジャクソン湾の南側の低所得者の多い地域
に集中する傾向にある。一方，標準中国語や
広東語を話す人口は，大多数は低所得者の多
い地域に集中するものの，同湾の北側に位置
する高所得者の多い地区にも相当数が進出
していることがわかる。国勢調査のカスタマ
イズ・データを分析した結果，中国系やイン
ド系の移民は，シドニーに多く住む他のエス
ニックグループに比べて，学歴や所得の面で
高い傾向が確認できた。 
 人口規模が縮小し，居住地が分散しつつあ
るシドニーのイタリア系コミュニティが，移
民集団としての民族文化を表象する場所を 1
世の集住地ライカートに求め，コミュニティ
の拠点を再構築しようとする試みに注目し
た。ライカートは，1950 年代にイタリア系移
民 1 世の居住・商業活動の中心であったが，
1970 年代以降イタリア系住民の数が減少し，
そのビジネスも縮小していった。この状況下
で，1999 年に同地区にイタリアの景観・文化
をイメージした商業・居住・文化活動の複合
施設，イタリアン・フォーラムが建設された。
しかしこの施設は 2000 年代末には商業的に
行き詰まり，イタリア系コミュニティの歴史
や民族文化を表象するアイデンティティの
場所としても機能しなかった。それでも現在，
イタリア系住民の互助組織がこの施設内の
イタリアン・フォーラム文化センターを利用

し，イタリア系コミュニティの拠り所となる
場所づくりをめざしていることが明らかと
なった。 
 また，近年中国系移民（華人）が急速に増
加している。首都キャンベラでは，とくにそ
の割合は高く，2006 年から 2011 年の 5 年間
でほぼ倍増した。キャンベラで華人人口が増
加し始めたのは，天安門事件発生後の 1990
年以降で，2014 年現在，17 の華人団体が形
成されている。キャンベラの華人社会の特徴
は，出身地や目的等を異にするこれらの団体
が，一つの組織を形成し，相互に協力し連携
し合いながら，キャンベラの華人社会全体を
まとめていることである。またキャンベラが
政治・行政機能に特化した首都であるという
地域性を反映し，華人社会においても公務員
と学生が圧倒的に多い。そのため華人社会の
空間構造は，他都市のように出身地ごとの居
住分化はみられず，来豪年および収入によっ
て，華人社会の空間構造が分化していること
が明らかとなった。 
 さらに，オーストラリアではアジア化が進
んでいる。なかでも多いのが，中国，インド，
ベトナムである。中国やインドからの移民が
2000 年代以降に急増したのに対し，ベトナム
からの移民は 1970 年代後半からのインドシ
ナ難民を中核としており，在豪年数の長さと
難民としての性格を持つ点が特徴的である。
ベトナム系は特にニューサウスウェールズ
州とヴィクトリア州に多いが，クイーンズラ
ンド州，南オーストラリア州にも 1万人以上
が居住している。シドニー郊外のカブラマッ
タに代表されるような「ベトナム人街」も形
成された。来豪時期によって社会経済的な背
景が異なることに着目し，属性の違いが移民
の職業選択や居住地選択といった意思決定
や生活形態におよぼした影響が明らかにな
った。 
 本研究を 4年間にわたり遂行し，研究成果
の公表にも積極的に取り組んだ結果，おおむ
ね当初の目的を達成できたと考えられる。そ
の一方で，本研究で明らかにしてきた事項が，
世界の他地域（たとえば，同じく移民問題に
揺れる北米やヨーロッパ諸国，また，資源貿
易が大きな比重を占める BRICs 諸国など）の
事例と比べてどの程度の一般性が認められ
るのかといった点についての考察には至ら
なかった。これらについては，科研費以外の
経費などを活用しながら，引き続き解明に取
り組む予定である。 
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